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○ 農総試（長久手市）の観測では、日平均気温は、６月第５半旬は平年よ

り低くなりましたが、６月第６半旬以降は高めに推移しました。 
 

○ 作物研究部（長久手）の発育ステージ予測（７月31日現在）では、今

後の気温が平年並みに推移した場合、平年に比べ、 

・早生品種（ゆめまつり、あさひの夢）：平年並み～１日早い 

・中生品種（あいちのかおりSBL）：平年並み～１日遅い 

  と予測しています。 
 

○ なお、発育ステージ予測は、気温と日長のみに基づいて行っています。
ほ場条件によっては、予測が実際の水稲の発育と異なる場合もありま
す。穂肥指導に当たっては、幼穂長の確認を行ってください。 

 
○ 気象庁の１か月予報によると、向こう 1 ヶ月の気温は高いと予測され

ています。このため、登熟期間となる品種で玄米品質の低下が危惧され
ます。登熟期間の過乾燥や早い落水では外観品質が低下します。適正な
水管理を行うよう指導してください。 

 
○ 農総試（長久手市）における成熟期予測（７月 31 日現在）によると、

今後、気温が平年並みに推移した場合、「コシヒカリ」の登熟期間は、
31～32日と予測されています。 

 
○ ８月１日に斑点米カメムシ類発生予察注意報、病害虫発生予察情報で

は「いもち病（穂いもち）：やや多い」「ニカメイガ：やや多い」となっ
ています。防除対策については、「あいち病害虫情報」を確認して下さ
い。 
（https://www.pref.aichi.jp/site/byogaichu/） 
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